







































































45 団体）へアンケートを配布（回収率 100%）し、延べ 404 名が関わってい







4 章では、60 歳以上で参加頻度が「毎回」と回答する者が 3 名以上い







した。クラスター第 3 軸までの累積寄与率は 68.33%で、カテゴリースコア
第 1軸は「パート自営業なし -あり」、カテゴリースコア第 2 軸は「常勤なし -
あり」、カテゴリースコア第 3 軸は地域活動の活発差を表す軸「地域活動活
発 - 活発でない」と解釈された。


























 第 5 章　まとめ
神奈川区は「自治会館・町内館」を中心に子育て支援に関われる場がまち
なかにあった。支え手は、60 歳代以上のシニアが中心であり、様々な地域
活動を行っている者が関わっていた。シニア世代をグループ分けすることで、
グループごとに様々な特徴があった。
シニア世代、特に普段から地域活動が活発でない者や身体面に影響があ
る者にとって、会場に気軽に通えることができ、そういった環境が関わりや
すさにつながる要因になっていると考えられる。ヒアリングでも「会場が近く
にあり、関わりやすい」との声も聴くことが出来た。また、かめっ子以外の
149
地域で交流する場所が０などの回答が見受けられた（特にグループ E）。そ
の者にとって、地域の身近な場所で、子育て支援に関わることが、自らが地
域とつながる上で重要な場にもなっていると考えられる。
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